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1はじめに
近年，誰もがスマートフォンなどを用いて簡単

に写真を撮れるようになり，Instagramなどの SNS
などを通じて美しい写真を共有することが当たり
前になりつつある．その一方で，画像の審美性を評
価しようとする場合，従来は専門家による主観的
な判断に頼ることが多く，撮影した画像の良さを
簡単かつ客観的に評価することは依然困難である．
NIMA [1]などの先行研究では，ディープラーニン
グを用いた画像の審美性評価が行われているもの
の，評価はブラックボックスにより行われ，どのよ
うな要素が審美性に寄与しているのかを判定できな
い．また，ユーザに対してどのような画角や明るさ
ならばより良い写真になるかのフィードバックを行
うことは難しく，撮影者の技術向上に貢献できる可
能性は低い．そこで本研究では，対象の 2次元形状
と黄金比との類似度によって定める「黄金比度」に
よる，入力画像の審美性評価を提案する．ここで，
黄金比とは式 1で表される比率のことであり，19世
紀以降，黄金比が形状に意匠的な美観を与えるとい
う考え方が存在する．
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本発表では，入力画像の構図の良さを評価するた
めの指標として，画像における物体の占有面積比と
黄金比との類似度である黄金比度を提案し，入力画
像の黄金比度を自動的に計算するシステムを実装し
た．将来的には，黄金比度と人間の感じる美しさと
の関係を明らかにし，撮影者に対してリアルタイム
で撮影画像の良さをフィードバックすることを目
指す．

2提案手法
本節では，提案手法の流れを示すとともに，各処

理の詳細について述べる．提案手法のフローチャー
トを図 1に示す．
提案手法ではまず，セグメンテーションタスク

を利用して物体を検出する．セグメンテーション
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図 1: フローチャート

図 2: ケーキの画像を入力した場合の黄金比度

には，インスタンスセグメンテーション，セマン
ティックセグメンテーションセグメンテーション，
これら 2つのタスクを組み合わせたパノプティック
セグメンテーション [2]があり，本研究では，パノ
プティックセグメンテーションを利用して物体を検
出し，その物体のラベル付けを行う．これにより，
画像内の異なる物体を識別し，個別の領域に対する
物体のラベル情報を得る．次に，検出した物体が占
有している面積の，画像全体の面積に対する割合を
計測する．ここで本研究では，対象とする画像内に
主題となる物体が 1つのみ存在すると仮定し，壁や
机，テーブルなどの背景であると思われる要素を除
いて最も面積の大きな物体を，画像内で注目すべき
対象である主題と見なして黄金比度の算出を行う．
最後に，主題となる物体の占有面積と画像全体の

大きさを用いて，黄金比度 g を以下のように算出
する．
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ただし，So [px]は主題の占有面積，St [px]は入力さ
れた画像全体の面積である．

3実験結果
提案手法を 2種類の物体を対象として実行した結

果を図 2および図 3に示す．
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図 3: 辞書の画像を入力した場合の黄金比度

4評価
辞書の画像を入力した実験では，主題である物体

が 3枚目のように画像全体に対して小さすぎても，
4枚目のように大きすぎても黄金比度の絶対値が大
きくなっており，主観的な画像評価に一致すると考
える．

5おわりに
本研究では，黄金比と美しさの関係を明らかにす

ること，リアルタイムでのより良い画角の提示など
の直感的かつ実践的なアドバイスをすることを目的
とし，物体の二次元形状と黄金比の類似度によって
定められる黄金比度が画像の審美的な評価にかか
わっているという仮説を立て，本発表では与えられ
た撮影画像の構図の良さを評価するための指標とし
て，物体の画像における占有面積比と黄金比との類
似度を利用した指標を提案した．今後の課題とし
て，物体の弐次元形状と黄金比の類似度によって定
められる黄金比度が画像の審美的な評価にかかわっ
ているという仮説の検証のための定量的な評価，黄
金比度を利用したリアルタイムでの直感的かつ実践
的なアドバイスを提示するアプリケーションなどが
考えられる．
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